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１．研究計画の概要
本研究の目的は、日本語の多義的な構文や

機能語を対象に、以下の４点を実施すること
である。①多義構文の使用実態を分析するた
めのデータ集め（＝コーパス構築）、②各構
文の用法研究と使用実態調査、③多義構文の
効果的な学習順序の考案、④その成果を反映
した教材を開発する。

２．研究の進捗状況
４年計画のうち、３年が終了した。否定の

副詞「全然」や、逆接の接続詞「けど」を含
む構文について、その意味・用法実態を詳細
に分析した。現在は順接の接続詞「だから」
「なので」についての調査・分析を進めてい
るところである。使用実態を調査するための
データ集め（コーパス構築）を同時並行で行
っているため、１年で１つの構文を分析する
といいうペースになっている。

３．現在までの達成度
本研究の内容を、１.で述べた４つのプロ

セスに細分化するならば、現在は②の仕上げ
を行っている段階であり、2010 年度中には③
へ移行する予定である。数値で表現するなら
50％といったところである。

４．今後の研究の推進方策
現在は順接接続詞「だから／なので」の用

法分析と使用実態調査を行っている。これが
終了次第、プロトタイプ理論(Lakoff1987,

Taylor1989) と 動 的 用 法 基 盤 モ デ ル
（Langacker1999）の観点から、各構文の効
果的な学習順序についての仮説を立てる。そ
の後で完成品の教材を開発するまでの時間
的余裕は無いかもしれないが、せめてワーク
ブックか副教材のようなものを作成したい。
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